































































































































































































































































































    











































    
    
4.9 図書館には、情報入手をサポートする専門の職員
（司書）がいることを知っているか
表９は、司書の存在を知っているかを聞いた。立川
市が高い数値を示したが、各市とも「知っている」が
80％以上であり、どの市でも司書の存在については認知
されている。
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4.10 “庁内レファレンス”を知っているか
表10は、市の図書館で行っている“庁内レファレンス”
を知っているかを聞いた。
認知度は、日野市が55.4％、立川市が50.3％、調布市
が31.0％、多摩市が55.3％、そして西東京市が24.4％であ
った。日野市の場合は、市政図書室の存在の影響、立
川市の場合は、庁内レファレンスサービスへの取り組
みが影響していると思われる。また、日野市の場合、
利用度も高い。
なお、問８のレファレンスサービスの認知度が低い
多摩市が高い数値を示していることに注目し、後日多
摩市の担当者にインタビューを行った。この数値にな
った理由として、平成20（2008）年4月から図書館の所
管になった行政資料室から市職員に対して定期的にメ
ールマガジン『行政資料室ニュース』を発行しており、
この影響ではないか、という指摘を受けた。
庁内にある図書館の拠点が職員のレファレンスサー
ビスに対する認知度を上げていることになろう。
⾪
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５　調査のまとめ
行政職員の８割が、公立図書館に抱くイメージを
「本の貸し出しを行う施設」であると回答している。こ
のことが、現在の公立図書館を取り巻くさまざまな問
題の要因になっているのではないか。
「本の貸し出し」は、誰にでもできる単純反復作業
のイメージを与え、専門性が必要な業務というイメー
ジを伴わない。このことが、たとえば人事問題－専門
的職員（司書）の不採用や組織運営の問題－非常勤職
員の増加や民間委託や指定管理者制度導入の一つの要
因になっていないか、懸念する。このイメージの変え、
行政職員の意識改革を行うことも必要であろう。
ただ、この調査の中で、日野市が設置している市政
図書室の存在は、行政執行上の情報入手に役立ってお
り、図書館の認知度を上げているという数値を確認す
ることができた。庁内の資料室を図書館の分館として
位置づけ、専門的職員を配置しサービスにあたること
は、図書館に対する自治体職員の意識改革につながる
可能性はある。
また、立川市を例とすれば、平成９（1997）年から行
政組織へのレファレンスサービスの働きかけを行って
きている。調査資料係というレファレンスサービスの
担当組織を核としながら自治体職員への政策立案支援
を“庁内レファレンス”という形で行ってきた。図書
館のイメージが「本の貸し出しを行う施設」というイ
メージが強いものの、レファレンスサービスや司書の
認知度は高い数値を示した。また、市政図書室がある
日野市よりは低いものの、庁内レファレンスに対する
認知度と利用状況は、一定の数値を示した。
しかし、全体的な状況をみれば、組織としての取り
組みや庁内レファレンスサービスへの取り組みは、い
まだ不十分であると言えよう。
この調査の結果をより詳細に分析し、次の研究につ
なげていきたい。
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引用文献
（1）これからの図書館の在り方検討協力者会議『これからの
図書館像～地域を支える情報拠点をめざして～（報告）』
文部科学省、2006、94p
（2）全国公共図書館協議会『公立図書館におけるレファレン
スサービスに関する実態調査報告書　2003年度』全国公
共図書館協議会、2004、p.8
（3）全国公共図書館協議会『公立図書館におけるレファレン
スサービスに関する報告書2005年度』全国公共図書館協
議会　2006、p.16
（4）立川市図書館編『立川市図書館事業報告2008年度』2009
（5）調布市立図書館『数字で見る図書館活動－概要と統計－
平成19年度版』2008
（6）日野市教育委員会『くらしの中に図書館を－市民に役立
ち、共に歩む図書館－図書館基本計画　資料編』2008
（7）多摩市立図書館『平成20年度多摩市の図書館－多摩市立
図書館事業報告』2009
（8）西東京市図書館『平成19年度西東京市図書館事業概要』
2008
公立図書館に対する当該自治体職員の意識調査 齊藤
－ 79 －
添付資料１
「市職員の図書館に対する意識調査」 各市の抽出課（当時）一覧
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添付資料２
立川市職員を対象とする図書館に関する意識調査
記入上のご注意
１　回答は、添付した「回答用はがき」にご記入ください。なお、「回答はがき」の表面にも記入欄がございま
すので、ご注意ください。
２　選択肢による質問については、特定の指定がない限り、最も近いものの番号を一つ選んで、その番号を添付
したはがきの回答欄にお書きください。また、「その他」の場合は、（ ）内に具体的にご記入ください。
３　選択肢と異なる事情がある場合は、ご意見欄に具体的にご記入ください。
なお、書ききれない場合は、下記メールアドレス（s-saito@chiba-kc.ac.jp）へ「市職員アンケート調査意見」
という件名でお送りください。
４　ご記入が終わりましたら、お手数ですが、「回答用はがき」を投函してください。誠に恐縮ですが、９月５
日（金）までに投函いただければ幸いです。
５　不明な点は下記にお尋ねください。
問１　立川市の図書館（以下、「市の図書館」という）に対してどのようなイメージを持っていますか、一番強く感
じるイメージを一つ選んでください。
①　本の貸し出しを行う施設
②　本や古い資料を保存する施設
③　情報を使ってさまざまな課題を解決する施設
④　子どもの読書活動を支援する施設
⑤　調査・研究に役立つ施設
問２　市の図書館を利用したことがありますか。
①　よく利用する（問３に進んでください）
②　たまに利用する（問３に進んでください）
③　利用しない（問５に進んでください）
問３　市の図書館を利用するのは、どのような場合ですか。
①　個人的なことで利用する
②　仕事上の情報源として利用する
③　個人的なことでも仕事上でも利用する
問４　市の図書館で仕事上必要な情報を入手したことがありますか。
①　ある
②　ない
＜問２の回答が③の場合＞
問５　市の図書館を利用しない理由はなんですか。
①　図書館を利用する習慣がない
②　仕事上役に立つ資料があるとは思えない
③　図書館まで行く時間がない
公立図書館に対する当該自治体職員の意識調査 齊藤
－ 81 －
④　以前行った時、役立つ資料がなかった
⑤　インターネットがあれば図書館を使わなくても情報は入手できる
⑥　必要な本や雑誌は自分で購入する
⑦　居住地の図書館を利用している
⑧　その他（ ）
問６　庁内にある資料室（文書法政課所管）を利用したことがありますか。
①　ある
②　ない
利用しない理由をお書きください。
（ ）
利用しやすいものにするためには、どうすればよいと思いますか。
（ ）
問７　仕事上必要とする情報はどの方法で入手しますか、利用する頻度が高い順に並べてください。
①　過去から引き継がれている資料で入手する。
②　先輩・同僚、あるいは前任者から情報を入手する。
③　インターネット上の情報を活用する。
④　庁内にある資料室を活用する。
⑤　市の図書館を活用する。
⑥　本や雑誌、あるいは新聞を自分で購入して入手する。
⑦　その他（ ）
頻度が高い　←　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　頻度が低い
問８　図書館の情報相談サービス（レファレンス・サービス）をご存知ですか。
※情報相談サービスとは、利用者の情報要求に対して効率よく情報が入手できるようにサポートする図書館
職員によるサービスのことです
①　知っている
②　知らない
問９　図書館には、情報入手をサポートする専門の職員＝司書がいることをご存知ですか。
①　知っている
②　知らない
問10 市の図書館では、「庁内レファレンス」として、市職員の業務執行上必要な情報を提供するサービスを行って
います。このサービスを知っていますか。
①　知っている　→　（利用したことがある、 利用したことはない）
②　知らない
問11 これからの市の図書館に対して意見があればお書きください。
